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この件にかかわる２つの組織、世界ろう連盟（WFD）と世界手話通訳者協会（WASLI）の代表とし

て、添付の文書、WFD-WASLI 通訳ガイドラインをお届けいたします。これは国連機関で、ろう者

や国際手話通訳者と活動をする際のガイドラインとなるよう作成されました。

国際 NGO である WFD は 1950 年代の設立以来、諮問機関として国連との関わりを蜜にしてまいりま

した。長年にわたり、WFD は WASLI と共に、国連関係でのベストな手話通訳手配の方法を示した、

明確でしっかりした手引きと指示の必要性を痛感してきておりました。両機関とも、国連の様々

な機関から、手話通訳によってろう者が国連に参加できるためのアクセシビリティーをいかに確

立していくか、度々手引きや助言を求められてきました。その結果として、WFD と WASLI は国連

とその関連機関に対して、国連に合ったガイドラインの提供を目的としたプロジェクトを始めま

した。

WASLI と WFD を代表してここに添付の文書を送らせて頂きます。この文書は．ろう者が参加する

会議を計画する際に役に立つと確信しております。このガイドラインを、国連での標準として利

用していただければ幸甚です。また各機関にガイドラインを配布していただき、すべての関係者

がこの情報にアクセスできるようにしていただくようお願いいたします。

文書についてのご意見をお待ちしております。また、行事への参加者すべてが効果的にコミュニ

ケーションを図れるようにすること、通訳者には業務についてご高配いただくことに感謝申し上

げます。
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